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板 ~·：· 粗層 メ ー プ 流面 jし ーー フ 治

克服粒位 一 背凝瀧岩 十増 レ 四、 、
ノ ヲ 細殆被部次 ノ 及 同 十

如是粒 ヱノ ヲ 岩津泥 寓 ミノ 四 一，，、
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概多｝伏除郡 有 一一 ジ掘壬 _IV 盤誼

ネ ク 安悪川 卒主主 プ 二要鎖 J、 ーー
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中高 リ 胎銃一附頁 司王 肢二 フ ヨ 鏑以
、

地西ス 黄尺近岩南態尺 v 統，4、，, プ

ノ 方ノレ銅五 ノ 中東 J、 ナ タ試鎮西

謄三幅鉱寸粒ニ 一 之 ') JV 掘床方、
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ナ 三J 保茨 J、 .. ，、 寸 磐 ー 浦炭 二 サ Mr 
」J 」~－ヘ
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ノV J中東岩村束 ノ 向 一 ーー 東主第地

積方及 ーー ーー ＿，、＿，、 来日本北 ーー 三 質

層五凝於走凝北層直東竪来日 J、

J、 十次 ク 9 次回 J、 域 二 硬層第

何度砂 JV 二岩十角 ーー 十 ナ J、 一一
流 ーー ~J三r， 弓三 十及五蟹於五 JV 小紀

及傾 ヲ J 五 凝度岩 ケ 度凝 I瓦居、
海季：｝ 9 ト 皮友東 ヲ ノレ乃友域 i~ド

岸 ス 成 乃角 一 主筋至岩 ヲ 積晶

ーー 9 闘至盤 三、y 
一一 ヨ ナ 居

・4ルロ 岩 係六岩 ブ ジ来日 十 9 ジ及
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ノ : 司 天 ヲ 部広 ヲ 一、． 其至露
平 位披以 一 挟 該 岩北 出
地 ス 峠 プ 蒋傾 、句、 嘗質 二 二え
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ノv ιε 7 ヲ [![ ク 池北 JV JV ア 7九 出而、
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図披ノV メ ア ーー 9 筏 ジ 難天安タ t£ζ ・
「約

、 、 、
山共 9 小 ff.] 場高 キ 披 rtr JV llJ 、 、
一 注火 共室岡 弓三 火岩モ 疋’』王， :::.. 一一 一
百店孔 ーー 山約五長｜；詩 山雲 ノ 及、
オミ 111 ＿，、 撒大六ノV 岳木 J、 母 ーー 三ぇ
ノ ミ』~ 3三 撹室 FJ 京－ 問 ノ 山複安 ジ武、
異 ノ 城 背軍 山米約西国輝 JJJ ノーず -!t王I ，、
域諸火 :ti 1t上 ノ 十方二石宕岩 一一
池山幸［l/ 安尾火二 カ 郎安 ア 種届
＿，、 ノ、 rJ I ill 干し Eド ヲ 岳 山 リ ーー ス、 、 、

五 火蓋同 先矢湖方 "::i・ {l~－ヲ Jヰ~'f 複安
L 

JL ミJ シ ヨ 生ι」 司ノ 基 平三 ヨ 輝山

湖共ク 9 山 ナ え之 ーー 良E 9 石岩、
ナ 火色＇l 成岩ス ーー 一岳成 安 J、、 、
フ 孔 ー リ ノ 天放火三ノレ 山本、
シ〆 監快 被 rJr 故前孔峰共 岩区、



．‘ 

服 走ニ二 111 千士山茂 フ ス ニ’金臆、
d，、 ソ 位巨岩六肥稼郡現ノV 盛銀用

北京 ジ域 ノ 百鎖行南時合 ーー ノ ヰオ、
十北前 ニ岩七山 セ 上稼金稼鏡料

五束鎚賦版十 J、ラ 村行銀行床 一、．
度七中存之六 !II JV － ー セ 石セ _, 、 注ユ＂予． 、
西十錨ス ヲ 貫方 レ在 フ 英 フ 其銀、 、
一 度及西貫ノ 君日 9 JV 脈 ノレ．数銅

、
走 ェ第二遁鎖土 モ ア 、 一

、 多石、
9 中三 ア 久石肥著主ノ、 ジ モ ク ヰt、 、
西鎚脈 JV 含 ヲ 村 ジ 一 土ア ノ 往温

南 J、 ノ J、金産字カ 輝肥膨ナニ庁泉、
西北三小銀出屋 プ 石縄縮 ジ著 ア、
六三脈山石セ 方ス 安地常鍍名 v 
十十客坑英 ヲ ーー 山運ナ床 ノ、
五度南区脈地在 岩憂ク J、鏡

度末北域 J、質 リ 中寺 且 粒山

一 ーー ーー 粒 J、 プ 一， ノ ッ肢 ア

傾走走 三‘y 肢粒大 1lli三銭安 ヲ
9 v ア 安肢正 胎鏡石山 プ

シ束 9 士山安 一 主ノ Lll ノ 岩奮、 、
脈南前肥岩山年 現 ナ 品及坑

中耳東鎚 Jll 中岩 ーー 一一 リ位石ノ

平七 J、 Jll ーー ーー 一 奥 ト ニ英数一
均十北 口 伍 シ －同~ 山ス援組甚、、
二五二 ／ 胎 ア、 i¥ 青銅化面タ

尺度十南 ジ複十 野鍛多岩多

乃 ニ度岸束輝六 ノ 床 ミ、／ 一 キ、
至第西丘西石高

ノ

~ノ、 目玉 モ

一 ーー 陵 ノ 安九 鑓賀云胎現一一

~ ，、



． 
遁鍍尺幅北面及大縄分西分五尺、 、
大石本 J、三岩角正地ニュー中 ト．． 
盛ノ 錨甚十中賢三銭六走八鑓ス、 、
ニ品七夕 五 ユ岩年山銀 9 ト ニ鏡

於位寸 ジ度店 ζ 二 J、高南ス於石
、

ア〉、乃ク乃胎 ジ百賀分西牛ア ノ

金銭至膨至ス ア八茂二八間金品、
百脈四縮五大石十郡十十歩十位

高ニ尺ス 十盛英高下 度坑寓 J、、 、
分 ヨ 山 JV 度銀粗五河スニ区分鑓、、
........ リ 神毛西本面千津目傾域二化／、 ． 
乃又一普ニ鎚岩七村下斜 J、一多、 、
至一銃遁走山 ノ 百宇主 ジ小銀 キ、
二脈五大 ヲ 紳岩ー縄＝脈山寓モ

十ニ寸盛南一株貫地小幅坑分平、
銀於乃脈西競之ノ 及山平直二均、 ． 
鎚ア至三四山 ヲ 鋸全坑均域四前、
ーー モー尺十紳貫石白区ニュ 第樋

於部尺乃度五遁 ヲ j賓域尺束三 ーー、 、
ブ 分山至乃鋭ス産村・ ノ 鋸隣脈於、
同ニ神五至ノ 含出字前石ス － ー プ、
七 ヨ 五尺七五金ス 白鋪 ノ 一於金、 、
乃 リ 競銀十脈銀地 i賓及品脈ア 十
至著約脈五ァ石質 ノ 中位ア金寓

七 五 ジ三一度 9 英 J、海錨 J、 9 百分、 、
十ク尺尺二客脈粒岸 ヲ 平北高一、 、
本愛ナ乃傾平 J、放ょユ稼 均二分銀

5通化 ヲ 至斜行石安在行金十八寓、
一 ジ 五ス シ英山 9 ス十五銀分、 '--l於普て十脈ア組岩ア 高度寓ー． 



． 
六臭尾高方スニノ露ア里蓮シア、 、
千山花分二脈於五出又 a 牽合同

八鍍 4 五尺幅ア脈ス角位寺銀五、、、
百山於銀尾 J・北ア合質シ鎖量乃

問 J、ァ十花 ー膨東 9 金岩大山山至、
十賀金高二縮六暮銀及正 J、各二

貫茂同分尺甚十平石凝四賀含十、
ヲ郡五七五ク五行英友年茂金山

産南銀掛寸シ度ジ版岩四郡 量 柿

出上向橋山ク乃ア ρ ア月稲ノー

セ村四ニ市it 普至北粒リ以生約蹴、 、
9 宇山於三逼七四朕石降津十二、
地青神ア尺猿十十安英試村倍於

質野ニ金五喰五度山粗掘字ナア｜

J、ノ於同寸二度乃岩面＝遵 9 同

複山ァ七ト尺ュ至中岩従 牽 ト十

輝地金銀二ぇ乃ジ六ニ J、事 守 云山、
石二同同鏑至ア十店以スユフ市11、
安在四五石十共度胎土地在 五、、
山リ銀大ノ尺他西ス諸質 9 競、 、
岩ア同方品掛ノユ猿岩 J、ア ニ

ナ大三ニ位橋鎖走喰層主下 於

Y 正ト於 J、十脈レ桂；ヲニ田 ア

トニスア猿尺 J、 9 橋貫粒港 同

ス年 金喰乃皆傾大通獄ヨ 六

＝鋸 同ニ至殆奈：｝方ジ安 Y 乃、
鏡石 五於十ンノ、尾ア山北 至、
脈五 銀アニト掛花西岩方 二

ア十 同金尺直橋ぱ音［5ニ約 十、
P 寓 三百大立鎚神ニシー ト、

/¥. 



．‘ 

ジ 建及 以 銅西 ヲ 鎖青 J、 黄度度 プ

繕築河上百 ーー 脈石 野 銅銅西 ヰ略、
績石津 ノ 分走石 ヲ 鎖百鎖 ζ 第東

稼材鎖 外 三 J 産 山分 及走 二 西、
行 J、 山 旧 銀 北 守J 出 J、六 黄 ;! 日成 一
セ 多 ア方 十 束寅セ奥 乃 鍛北 J、平

ノV ク ') 郡高四銅 ') 山 至鏡東東走、 、
採 J、共 上 分十銭地鏑 十 ユ 七西ス、 、
石 需 ごニ 狩五五黄質 山 ト シ十 一 住E通きヲ~ 

場用 目 野乃度銭 J、 ノ フ、 ア五走ー

少こ二 下 村 至 一『 鎖複西 時度 リ 脈

ナ際 休二 六傾及輝隣 ーー ーー 北 J、

シ ジ業金 ト 斜濃石 二 自 傾七最、
石ア 中 I畢ス シ紅安 ア 然烈十北
材河ナ鋸 脈銀 山 ') 金ス五 一

．‘ 

ノ m宇 ') 山 幅鏑岩ア ヲ 脈度在

主又 ア 卒 ヨ ナ大 見幅 ーー ') 、
ナ ＿，・、 ') 均 ') ') 正 ノV 平第ア、 、
ノV 海 賀 二成 ト 一 服均ニ北

モ岸 茂 尺 ;! ス 年 石 三 脈五、
ノ 一一 君日 ナ 北 銃 二 J、 寸 J、 十

ヲ 蹄Z品 下 リ 四脈寓 石 乃 最度

輝出 河 ト 1- ＿.. 六 英至南西

石セ 津 ス五 一千 五 ーー ーー、
it 安 JV 村 鍍度保 八 久寸在走、
111 司王 ーー 石乃 ーー 百 鍍 ') ') .. 
若ι5- ノ 運 ノ 至 ジ 四 石ス プ 北、 、
角 ヲ 上 i:f日3 ノ....L、4・ 7・ 十 ノ 鎖北東

E議採 鏡 位十石貫 品石六七

岩取 山 J、 度英ノ 位 J、 十 十



西手温修村鍋上村狩泉津東温及

海石泉善宇温狩宇野 ア村海 泉凝

岸 川 ア寺舶泉 野河 川 ヲ 字岸. .＞、友
、

ュ流 9 温原稿村内及 谷ニ共岩

主域 泉温梓字温河 津沖数

ーー ーー ア 泉村湯泉津 等積多 宝J、 、
J中 J中 9 同字ケ 同川 ノ 居ク共、
積積 角字北島宇流 ？昂．ヨ 主分

層暦 閃吉湯温運域 泉 9 ユ布

“ヨ ヨ 安奈ヶ泉蔓＝ ア湧本ノ、
9 山温 野同寺沖 9 出直直、
湧湧 岩泉温字 f且積 複ス域域
出 出 質 ア泉瀬泉層 輝 JV ノ 庚
コ屯 ス 集 ヲ 等古 申， ヲ 石伊中 るノ、
ノV JV 塊角 ア瀧 リ 9 安東部、
土南 岩閃 9 温粒湧 山町及ス、
肥中 ヨ 安石泉脱出 岩宇東、
村村 9 山英上安 ース ヨ 玖背rs

海宇 湧岩粗河山ノv. 9 須 ーー

岸下 出 ョ面津岩中 湧美湧、
地賀 ス リ 岩村質狩 出向出

方茂 ノV 湧 ヲ 字角野 ス宇スー

ノ 温 中出 リ 湯蟹村 JV 湯

温泉 狩ス湧ケ岩中 披 川、
泉ア 野ノV 出野 ヨ 島 東同

ア タ 村修ス温 9 ？昆 村宇

9 宇善 JV 泉湧泉 宇猪、 、 、
安 嵯寺中同 tH 稲 熱戸、
111 峨村狩字ス生 川下
石Ur 野 宇野小ノv 津 温河

ニ
O



二通ー域 ト ノ 雲苗 八 美 以 質、 、

主 ノ 花 一 ごE 大 母 木 月 上 集

ーー モ 同 於稼部花町 ノ 関 事塊

長 ／ 質 ケ 行－ ヲ 同 及 交 恵 ク 不，，；
一寸

石ナ 4、白、 JV ーー 占 岩石 二那 JV ヲ、
ヨ レ グ 黒 堪 よ‘ i}~ Jll 週 郡 1!11 J 、
J ト．マ 雲 フ 長 積 町間 苗 ::r 湧

成 モ タ 母： ，、、． 石 居 ，．、 門木長美 ロ 出

fと 厚 イ花キ J、 及 我倉町 石 濃ノ ス

ベテ・ト繭 多 造 lrt1 闘 技附調閤 温 ノV

グ多 ユ 岩 量 岩 積 ユ手近 泉土

マ ク シ中ノ鉱 層於 之誼 査 苗ノ、肥

ター J、ァュ 長 物ヨケユニ 木 主 村

イ ~（9： 石 ア 石ト J JV 従磐 町J ニ 字
ク 英ノV J、

ジ 成長 事 域 及 盤馬
L 、 －1 --, 

磐 類 r場ーー 概 長べ ’＼ ，、
プ ノV 石 セ 図、

三ノ ミノ 石グ グ殆 花 ノ リ 石 城 泉温、
プ フ． 雪三Z去ヰ ’T ’ず ン 闘主 Jll 図 ーー fk. 
花一時： タ タ ~~ 育3子Ci 君日 石 底ア

同 尺 ノ イ イ 総 J、 産 石 Jllシ リ
岩以 E プ 其 地 Jfl 町1『 現L t.._ 

ーー 下品 一 一 ノ 頒 ナ 町 附時
接ナ ヨ J、 之岩布 , ~H 

又」」v j答、
ス , γ 左． ヲ 石 最苗 近 JH 
ノV ト 成 ノ 見 中 よE 木 長

ス ν 三 JV ー 庚 町 石 , 供

ーー ノレ 種 ノ 存ク m 詰司 セ

於 最 ア 、、、 在杢 近 査 フ、
テ 司王 ヲ 本 ス 直 J、 JV 

イ－・乙’A ご~ 直 レ 域 黒 J、



ーー 積 ヲ 下 ア 西 漏 ヲ 厚 タ 苗三正 同、
ヨ ＿，、 以方
, 方岡 ....L サ ,1 木石長質ノ、
、

リ 東 プ 二 其 ーー 村尺 d，、 ト 町英石べ
L 一寸

蹴 西下十南念宇内 ~t ーー
寸，＿..」－－ 
，、a、 ノ グ

算 八底尺方 斜 一若外西居後3グ 4、、． -;r 
宝.

ス 尺 ーー ノ ーー 若山 ト 昔日 ス 山~ -q- ヨ タ
、 、

JV 南 J、 山 ＿，、 ，ノrコ， 事f セ ーー 二ノ比、 ーー タ 9 イ

ーー 北多側 慮 J、 田 J、 厚医長 イ 成 ト

長 四 ク ーー ~ 直 ーー 正 ク 域石 ノV 朕L 

一石十蝿 ア 句一ー 立露長南及 ノ 一ー ・ ヲ

ノ 五望ノV 岩 ．ス 出石束厚採 ミJ 壬＇［；，、

量 尺 ス 一脈 岩ス ノ Hマγ「15 サ掘 ア 二え
、

J、 深 ，、、 坑露脈 JV- 量 ーー J、 跡主 L〆

七 サ jJ 道出 / 長 ノ、 縮庭 ア ーー ト

千二 フ ーー ス北石概迫 ーー '} 石 モ
、

四．十 ス ノ、 蓋端 ぺ算 ス ヨ 此英 其：
、 --. 

十尺即 ，、a、 ジ ーー グ十ノレ 9 地 ヨ 厚

貫 ヨ チ グ同 J、 -q- 五 ごE 異 ーー , サ
’「

ナ リ "' ーマ 一 束 タ 寓 ノ ナ 露成 午亙

リ グ : 〆‘ ,/ 西 イ 九 、 レ 出ノV メ

ナ -q- イ 岩 八 千如 ス プ
」ー

JV タ ト 服尺 f 八シモ JV 薄

"" イ
L左・－1王, ナ 南岩百仮面岩 ク

ト ト 脈 ノレ 北！蹴 貫 リ 積脈 中

ナ 左H王，， J、 ，、、 四 J、 ナ ーー 約 J、 央

カ 脈楯 ν 尺南 ヲ 石二長 ff~ 、
JV 賦吠 採 ノ 北 ）服町石「 J、

へ存 ヲ 掘採 ーー ／ 歩 ""' 白 殆

ク ノ ナ 跡掘走 厚 ア グ γ 

之面 /.. ノ 制i ') サ 9 ’可F ト
、



石尚 タ 英本 へ匝 ノ 石 ナ ヲ ’マ 虫王-1 

川 岩 イ ’＼ . 区 閃域瓦 六川 ヲ 東 タ Jll 
町 ーー グ域雲 ノ l〆 町 fl汀 西 イ 村

L 

字選 J、 ．？ ノ 花地ノV 村附ー 鳶一
L→ 

外 1 ；移 略 タ 花闘 ーー －~ 一 近 十 ‘・一－ 不μ＿ヨe「

様Zス等 イ、 闘岩殺帯跨 ノ 六 属巣

附長量 可王 一 達 ノ リ 長 尺 ス rir 
しー 、 、 、

近石 ノ ノ 中運 ス rli 所石 南 共 ーー、
ー一． J、長二 － ー 移花地謂産 北区長

長微石 種 ア ス 間 ナ 阿地 三域石

石斜及 ア JV JV 岩 ') 武 J、 十 大 ノ
ー「 、

ノ 長石ノV ，、．、 屯 地隈石 一 ナ 採J、
一

採石英 モ .17• ノ 概質高 川 尺 ア 掘

抑a － ー ヨ 後 ．マ ア ネ J、牽町 ト ス 崩i、
‘・跡属 リ 者 タ ヲ 角主 ノ 野 セ ｛毘 ア、

ア Jえ 成 ーー ，イ 又閃 一 西木 J、 リ ') 、
リ 9 麗 ト 黒花花部樺 正 ーー 此、
此 常 Jえ 一 雲間 同 ヲ村 長岩地、
地 一 ノレ ＿，，，母岩岩 占 母f 石脈 ーー

ーー 白 ~ 花花ェ ーー メ 畑3 ノ ノ 露、
露 雲 ノ 間 同 属 ジ 庚村 量厚出、
出 母稀質岩 ス プ 表 須 4究 サ ス

一寸
ス ヲ ナ

’＼ － 
ν 洪東釜 算 ヲ ノV

)V イ宇 !} グ属 ト 積西村 三四岩、 、
~王， ヒ 1f- ・可~ フ、 モ 居一大 千 尺服、
！既 往 闘 タ JV 黒及里森 ニ 其

，、
、

，，、 』旨 質 イ モ 雲 J中南田 百分長
; 

才包 文 Aミ ト ノ 母積北村 ニ布石
グ し及ー

、 ー寸
同 象 ア ヲ 層三泉 十 面 4、．、

質 花 ．マ 石 ') 来I~ 小里村 貫積 グ、



--., 
B自 ーー -r 示t!J キ 相 3主 ．？ 石匹 ヲ 克μ己z［ ，、．、、

グ
係至 相 奈施 模 採 タ 川 敵即脈

ス ノV 模 JIJ 行 Jll 拍1イ 町 チ
叫す

ス ノ

ノV 問 川 弘主 ジ 1{1 跡 字 十 量
タ，、

::t 一鹿大 岸 ノ
L 

三蹴 イ一 轡3キ!7 
高 iiよ隊約 ーー 正路 Ii：面届 I良Iモ

大 道 於五 道 積 八二 一ヒ v ノ

ナ ヲ 甲 プ 年 間相 ＿.＞、 北 長 ナ 千十 回 1

ノレ開斐相 一撃 模束十石 リ 五七 ／『、

！ ヲ 盤 闘模月 す＇J II 西五 ノ
、

百 首 位

以セ上 川 ノ定沿 ご：度採 三七 リ

ア ン 野 ノ 交地 十束掘 十千 一
弦 ト 原水四地 芹ιぇ』 九ニ跡 三六其

Z ス 騨ヲ日 質 r~地·~ 尺走ア 貫 十厚

本 可附相問 調 道 wY v ーー
』，
ーす

ジ近模 佐査 開
、

訪司 北西此 ミノ 貫 ヲ

査 プ ヨ 原藤 童三三北地 プ 7-

ヲ 主仁 リ 技ノ、教 十 西 一 リ 均、
施地 相 濯師刺l定二 一 B… P子 木長 十
行 質 模 j既之奈 t也尺急； 出 町石尺
セ ノ 園 セ カ 川 地 ア 主：｝ス ’：｝： ノ 庚
リ 如津 ン 調牒質 ') ジ ノレ 後 量 表

何久 l、査知調 若岩 JJJ d，、

p、井ス ユ 事 ムr’， 思長 共町

隊郡ノV 従ノ査 ノ、 －＞、 於 二 五 四
， 

道 川 ノ 事 ヰl 殆花 ケ 分段

ノ 尻 目 セ 岳H主P主r ン 同 ノV ノ 歩

関 村的 ') ‘・：：.. 質 モ 一 ト

塁塁 附 ヲ 五E 直 ,,,::_ ノ 一『 セ
ニ近 以 ツ iー且L- グ ト 居 J、



直構 ヲ 十東砂ニ プ 古地十ジ流相

域成構度方岩小屡生質米渚下模

稿ス成東叉 ノ 直摺層 J、 内部｜ ジ JI[、 、
民輝 シ 一一 J、薄 域曲 J、古外 ヲ 山山

ク旅主走北層 一 三／ 基生ナ 形側小
之岩 一 リ 五工 ヲ 露又盤居 9 成多悌
ノ、嘘南五 介出 断

、
ーー ヲ 第 二え ク 山、
接古地 q. 度有 ス 唐構 ニ、 三九 共 J、 ）仮

セ生及東ニ ス相 多成来日 雨 ill白及

ノV 層砂五緩ノレ模 ジ ジ居 岸壁道、
頁 ヲ 磯十 奈；l，凝原第粘及 ーー ヲ τd巳と，、

岩 貫 ヲ五 ス友 ノ、 三板第 J、成山

J、通 リ 度小質基紀行四 河 ス）眠

キ占 シ成 － ー m:i 頁！底麿及来日 成毛 間

板ア ソ 傾附岩 ヲ J、硬 居 i'fur r可 ヲ、
岩岩 J中 ~：1，近 ニ構 相砂抗 段流西

質！仮積ス ノ ジ成模岩こ二 好ノ 倣、
又 ヲ 層第 モ プ ス原 ヲ 主軍 ク 屈北
J、 成 J、 四 ノ 南ノV ノ ヲ fr!k 後曲 ヨ

桂 ν 砂紀 J、北 =f: 基 成 岩 建ス 9 、
板、精磁決凝 乃 ノ 底ノV 及 ス JV 〕tL、． 、 、
岩石粘積友至 ＞、 ヲ 層輝 主－ ト微

質安 土 居質 北下 構 向 石 守I凸主I‘ コ南

一 lli ヨ J、 頁四部成 ノ、安 サ ロ ーー

－YTa 

麓 岩 9 培岩 十 J、 ジ者先山 J、 ニ走

ス J、 成段ニ 度砂又 ネ岩 ？可 J、 1〆

共 '} 及 シ西岩小北 ナ 床土 ノV
． 

分平相 プ ーー 上淵西 リ ヨ 砂縦

布地模北走音！）附 ーー '} 沈 谷

ノ 7 '11.. 」 aノ、 9 ノ、近 シ ス 八 積 ヲ． 



W
Y

第

取

入

口

附

近

川

岩

石

山

竪

硬

ナ

戸

カ
－
フ
サ
レ

ρ

地

盤

安

定

ナ

ラ

サ

Y

ノ

恐

レ

ム
ハ
山
石
代
図
耶
麻
郡
熱
盤
村
日
中
温
泉
調
査

岩

代

闘

耶

麻

郡

熱

盤

村

日

中

温

泉

調

査

山

一

脇

島

腕

知

事

ノ

申

請

行

シ

十

二

月

日

中

温

泉

山

ノ

交

四

日

間

門

倉

技

手

之

カ

調

査

一

従

事

セ

9

山

石

越

鍛

道

ノ

一

騨

喜

多

方

町

ヨ

リ

ノ

北

東

約

旦

押

切

川

上

流

ノ

はI

取

入

口

川

上

野

原

騨

円

相

模

橋

附

近

ニ

ア

リ

、

第

一

取

入

口

漁

定

地

川

輝

石

安

山

岩

ヨ

リ

成

ぺ

岩

石

ノ

分

解

セ

Y

部

分

ρ

崩

壊

ノ

恐

ア

レ

』

注

意

ヲ

要

ス

、

第

一

取

入

口

及

第

二

取

入

口

珠

定

地

ノ

中

間

ヨ

リ

ノ

路

道

ノ

終

結

ユ

至

Y

間

川

古

生

居

ヨ

リ

ノ
成

ぺ

本

居

中

二

月

六

ノ

断

層

ヲ

数

フ

y

ヲ

得

へ

ク

、

又

二

向

斜

、

二

背

烈

ア

Y

ヲ

検

セ

9
、

斯

ク

地

層

ノ

特

ユ

縫

動

ヲ

受

ケ

タ

y

所

ρ

地

盤

安

定

堅

固

ナ

ラ

サ

Y

魚

メ

或

山

雨

水

浸

入

シ

易

ク

、

或

ρ

岩

石

／

墜

落

ス

片

恐

ア

凶

ノ

、

故

－

工

事

施

行

ノ

際

ρ

特

ニ

注

意

ヲ

要

ス

へ

キ

慮

タ

η
ノ
、
輝
総

へ

キ

モ

ア

リ

岩
山
石
版

ノ

古

生

層

ヲ

貫
通
一

ス

費

動

ヲ

受

ケ

M

Y

Y

コ

ト

少

ナ

基
ヅ

キ

施

隠

道

ニ

一

個

慮

附

近

、

第

二

取

入

口

.＞、

一

取

入

口

ヲ

閃

撃

ス

Y

珠
定
ナ
リ
、
第
一

ρ

小

原

町

及

千

木

良

村

問

、

第

一

取

入

口

ニ
六



伊 努悼＝就温直覆日レ盤九地

T象 ム上現ニニ交セ中本類度ニ
閤 へ遁設砂閥セラ温調質ノ位

f昆 ジ嘗備機ミノノV ノレ泉査冷低ス、 、
泉 ナュ層ア数石湧ヲ泉 f且本

郡七 JV 於ヨ J、 多 英出施湧ナ温

道 地ア 9 原ノ粗地行出 JV 泉

後伊 知 J、浸悶小面ノセそカ J、

温後 ニ y令入種裂岩 基ノV 此魚押
泉図 梢水スや健二盤所地メ切
訊j 深及 JV アアノ、 J、以方 ・加川

査占U囚llL ク 河 M JV 9 北石ナユ熱西
泉 整水水へ i~ 三英ソ於シ岸
ノ、郡 井ノモジ泉十粗 アア積

愛道 ス混亦ト J、度商 果以地

媛後 JV 入共雄主西岩 ジアユ

牒温 トヲーモトニミ ア浴湧

温泉 共防因小シ走ジ 高用出

泉調 ユ止ヲ裂アレア 温ユス

郡査 冷スナ憐此ノV 厚 ノ供ノV

道 水ノV スヲ大ーサ 温ス盤、
後 ノニヤ通裂僚四 泉街類

湯 浸難疑シ椋ノ尺 湧此泉

之 入シフアョ大儀 出附＝、
七 町 ヲ故へ湧 9 裂ノ ス近ジ

ノ 防 ζ カ出湧鉢・砂 ノレュア

申 止新クス出及磯 ヤ J、揺

請 スュスノV ス略層 否数氏、、
ニ ノV 大然冷共之＝ ヤ多二、
基 ニ裂ノV 水低＝彼 是ノ十



給南泉湯版丘道ヤ後 JV 斗筒道ツ、
久西 j器搭ェ陵後是温コノヲ後キ、
又約場室貫 J、温レ泉ト温使温施

泊三内＝遁黒泉本・ノナ泉用泉行

泉 十ノ 於セ雲 J、調 北キヲジ J、ジ

際五各ケラ母：松査束ヤ波ー温二 i
揚尺 潜ノV /V 花山ヲ約否上分泉月、
附ノ室園温間市施ーヤセ間湧ー、
近 J1K .-o-. 筒 泉岩ノ行旦 3S. ン約出 日

二ニ之 底ノ、ョ 北セ半 道 ト二 量 ヨ

J、 アーヲヨニリ束ノV 、ノ後ス石充ソ
、

協リ 分 Y 箇 成がJ 所 i兎温 品ir一分間
氏ア配 湧庭 ヲ二以ケ 泉ク 斗ナ八

十 養 ス出ニ温十ナ淵ノ 温 ノラ日、
八生ース 湧 泉七ソ温南 泉 i~. サニ、 、
度湯 J、本出浴町 l、泉今ヲ泉ノV 瓦

乃裕之原ス場ニス J、束波ヲヲリ

至室ヲ泉ーノ在 道約上波以大

二内第 J、，、東リ 後三セ上ア 築

十 ニ 二昭！！之方 ア 温町 J、シ大技

凹 湧原筒ヲ ニ J中 泉ノ或更正師
一寸

度出泉ユ第於積 ト i-・ J、ュ三之

ノシトヨーア暦 閥ン温白 jlミ カ

井同都 9 貯・輝上 係コ泉今三 制
L 

水浴ジ之 泉 石ュ ヲ堀ヲ一月 査

湧室第ヲ ト安位 有新澗分ーニ

出＝ ~ t& 稲山ス ス温潟問日従、
ぺ之原上 ν 岩背 JV 泉 セ二以 事

其ヲ泉シ前fl! ノ後 ヤ及 ジ 石 来 セ

倣供ノ温之岩ノ 否道ム四 ngp リ
L 

/¥. 



深現決 f且井此泉尺 ジ 量 ーー 温 ナ温、 、 、
温放 ス 泉水際閣総 ア ，」．、 第泉 :9 ナ

度 － ー JV ノ ノ ーー 筒湧増減ー ト ト JV 

等止 一一 混同於内 出加 少原 nap ス －＇・、
ノ メ 充上 ーー プ ノ 量 セ ス 泉筒 種

鍵不分 J、 .＞、 ノ、 水一 :9 ノV 及使 {-
、

動要 ノ 共密温深分 ~p モ 第用 ノ

ヲ ノ 資質接泉四 問 チ 第二 ト 原

視際料施 ／ 浴尺~ nap ー原 ノ 因

主f主a、~ J、 タ 後水場五石筒原泉閥 ア

ν 之 フ 未鹿附寸五 ヲ 泉 J、係 ノレ

大 ヲ ス タ 関近 ーー 斗使 ノ 中目 ーー 〆、、
、

-}- 休而二係 ノ 低九用湧連就 v 
JV 止 ミJ 年 ア 井下升 セ 出 絡 キ ト

鐙 ミ／ プ ーー ノv 7k ス
_._ 
サ 量 ジ i畠． E住，、

、
動温温満 ヤ ノ ノV 合ノV 増 nnp 泉 モ

ナ 泉泉タ 疑深 ト 一 ト 加筒事 ？且一
キ 井 ノ ス フ サ キ タ キ ジ 使務 泉、
ーー J、涌 其へ亦 .＞、 ア J、 総用研 ノ

於回養結 カ f民主忠 リ 第湧 ーー ーー 井、
ア ヨ 上果 フ 下湧！！日日一出 ヨ 於 水
ノ、 リ 共 J、・ス エ~ 出筒原量 9 ケ ーー、
雨常使未 蓋量 ーー 泉 ノ、 プ ノV

こえ

一 ーー 用 タ ミ／ ネヲ プ 園脚 第調 入

年町 ヲ 以 雨二波筒筒 二査 Jえ

問 内戒 プ 原石上内侠原成 JV 

j且各 メ 共 泉 一 ミJ ノ 用泉績 亦

泉井波可 及斗第水前 ノ － ー 共

i反 ノ 上否 ~H ナ 一深 一湧見 一
上水 J、 ヲ 近 リ 原八比 出ノV 因． 



十 ヨ 性時 達 ナ 錐百 ノ ーー
-, 
ヲ 扱 ヲ

ク 9 ナ ノ セ、 9 盤 七附 ヨ ン以 上繕

共 一 ヲ 京日
,.,, 5〆 ノ 十近 9 ::r 7 ヲ 績、

L 
イ立 J、 想ク モ -"E: 嘗 尺埋稿堀之節 ミノ-, 、
置直 フ 減 深初温波多新 ヲ ジ 共－

ーー 接 ーー 退 ン サ ーー 泉 セ 量温坦康結

見 ーー 雨 3ζ て＂ 百於 ノ フ 一戸 泉塞井 果
L.. 

ブ 花温ノV 堀七 プ 占111阿IL L〆 湧 ~，、 ス d，、 一
蓋 間 泉ュ ヲ 十 温度錐 出 従ノV 之 ヲ

シ 疋uヨaI J、至 埋尺泉揺重喜久 来 ヲ ヲ 9 
’ー1

直 ヨ 地 レ設 一 ノ 氏管 JV ド要叫克

接 リ 下 9 セ 至温 二 ノ、 ン コ人 メ 一一、 、
ーー 湧 ーー )J守<- シ ') 度十僅至 二2 雨方

B自 出 於質 泉揖八 カ
L.. 

レ 堀 原針

係 ジ プ J、 共温氏度 ーー JV ーー 泉 ヲ、 、
ア 共泉道 一 同 二二 ii¥1 f世 司三 少． ノ 議

ノレ 湧源後湧 二十泉上 ノ 量 間 3、

::r 出 ~ ii¥1 出 十二 ノ ーー ナ ーー 一・． ノ•V

ト 旦震ヨ王上 ナ泉 仁l λ、 度湧現 9 湧 ア ヲ、 、
ナ J、 JV ーー ノ 九温出 ノ、

-, 
出 ノV 可

カ 未 へ類水 皮泉量 Y 1ノ 司王 底 ト、
JV タ シ似準湧 ノ.- 、 ::r ノレ 4遇 ス

L.. 、
へ互 ト ジ上 出 部分 ／ 堀 ノ ｝ ー 叉
ν 、 ーー 錐共昇 量 出 問

、、司． J、 司、、 ノ、従
、

影 モ ーー ジ 同 量 四錐 mナ i昆来 。
響 ー弱 湧 ー 一升盤時-, 9 y向'K ノ

-1! J、 ア 出 斗分 二 ノ 錐 シ’ 漏水
ノV J中 JV 量 一 間合深盤 ヲ 出井

::r 積カ ノ、升五 す司 サ 箇錐 ス J、

層ご 現 一 チI・ ') 約露盤 ノV 共
、



底蛇温谷 ノ ノ 箱施相 直ノV 9 湧

倉骨泉及及渓根行模 接カ 湧ケ

温 川 J、 湯（三〉水温 ミ〆 園 .:;::. 9 出 淵

y民；1守" ノ 広引rラ，－ ノ 疋υ王. ノ 泉大 足 闘 性L.. ジ J、

J、 渓 二 花服混 J、 正柄 係 ナ温 石

i該問 一 i皐ニ 入其五 下八． ナ リ 度手、 、
1長ニ湯 ノ i告 セ 湧年郡 カ 本蝿 JIJ
塊 J、本諸 ") ノV 出ー箱相 ノレ温 氏 ノ、
岩上 i苔温ア 司王 ノ 月 根模 べ 泉 二 花

中部ノ泉湧ノ肢ノ温図 争ノ J、 十 尉

ヨエ津川 出 （二）況交泉足 共 七 岩

ソ要及第ス凝 司 五 地 イ立度地

湧害木 ー ノZ 友 9 日質柄
、

置 湧ヲ

出山賀ニモ岩〔ー）問調下 及 出 流、
叉噴佐査君Eス熔 ノ 堂ノ 湧量 ノV

ノV 岩諸 ケ ト J、気藤 箱 出 一 、
"1': ア温島 ノ、 集 孔 技 J、根 ノ 分昆

一 ヲ 泉官三塊 ーー 師神溜． ｝伏問 ーー、
定共 J、 ノ 種岩湧之奈泉 態約 ア

ノ 下第下 ア 可1 出 カ 川 地 ヲ 一 9 、 、
湧 エ三 底夕、ノス調牒質 リ 斗温

Ill 集 ユ 倉大裂 JV 蒼：知調 察 四 泉

日塊属姥湧紳．少ニ事 ス ブト J、

ア岩ス子谷ヨ量従ノ査 J：ν ナ 花、
ノレ ア 及早 リ ノ 事 申 ーー ヲ 儲、
ナ ヲ 芦雲湧熱 セ 請 道泉岩、
ク ，仁τB乱二EJ 喰 ノ 地 出 泉 9 ーー 後 質 ノ

集 ノ 湯獄 ス ーー Jι 温 亦 裂、
塊下 ノ 小 JV 多 ツ 泉弱隙-, 
岩及 諸湧 モ 会旦←『£ キ 一一 ア ヨ



十伊 フ メ ノV ーー 撃泉想影 ヲ 一＝＝， 
二 勢 ジ軌 ，、、 減ス 湧 フ響掘 田 9 

月 図 主‘ i同邑ム カ 退 JV 出 ユ如盤原一
ノ 津 JV ノ フ v :::J ノ 底何 ジ電商、
交市 :::J 線 4ノ8い 温． ト 経倉是軌i 筑 ーー

五地九 ト 路ノν 泉 ア 路及 レ 道鍛穆

日 下 ノ ヲ ナ ノ )V ヲ 二本 ヲ 道出

問水伊安早 9 湧 へ遮 ノ 調敷株ス、
佐地勢杢川故出そ断卒査設式

藤質園ナ ノユユ隠叉ノ ヲセ合

技調津 JV 左本砂道 J、雨施ン制：

師査市 ニ 岸温 ナ内横隠行ト J、

之 如ニ泉カュ断道セス蛇

カ J、地ヵ鍾ノラ出スノ、 y 共、 骨

調二 下 うF 克潟 サ水 JV 或所蛇川

査重水ノV ミ／ メ /V ア :::J ..＞、 以骨 ノ

ユ j幌地 ナ ブ 叉影 JV ト 直 ナ 川左

従 津 質 9 以小響 ーー ナ 接 9 附右

事 市調 プ 田 ヲ 於 ジ ーー 近雨
セ 長査 温店｛及 ア ト 蛇 ーー :i¥ 
リ ノ 泉電 元z J、 3孔 骨 i兎 ーー

ノ X’＼l ス 地 JV 川 出底
三匝三金円三 i兎畿 コ 下 屯 F付 フ、 倉

ーー 出 道 ト 水或 4[ JV "fX. 

基 路株 ナ ノ J、
ーー 温二

ツ ヨ 式 キ静共湧 JR ノ

キ y 令 ヤ Jk 附ー 出 ーー 4;: 

カ包 遼前［；未！堅近 ス 及雨

fi サ ノ タ 魚 ヲ JV オミ 店華

ジ カ ffe,；知 メ 掘温 ス 道



内 岩三 ーー ヨ ヨ ーー 津北 ヲ ヲ ノレ海津

タト層間ア リ 9 J、市入以挟岩抜市
、

及 第内ノレ 二三少附十 プ メ 石百平

百 六外厚十問 ナ 近度束 ヲ J、乃野
、

六暦 ノ サ 問 内 ク ノ 西方 層主至ノ、

十及砂約 ーー 外 ト 鎖 、ー ーー 向 二西

間 第岩三至 一 モ 井走傾ノ、 ミノ 百 ーー
内七層間 JV ア i¥. 及 9 奈｝北 プ 米片

外層第 ノ 厚ノV 帯東北 ．ス 二凝 ノ 府L

』ーー． J、五砂サ 厚水洋方ノV 十友第岩

ア 厚層岩二 サ 寵恕j 五 i ヰニ 皮質三系

リ サt ，＞、 居間約 ア 績！主津束頁紀 ヨ
、 、
第各深第 ノ 二ノレ株 市乃岩層 リ

、

八 L団 サ 四 Z沙問 ::r 式傾公至砂 ノ 成

層間百層厨ノ 合奈：｝園北質正ノV
← 、

，，、 内ニ J、第沖 ヲ 誌上 ス 附二頁！凌布

砂外十地三積推 ノ 近十岩底引

~王Lt ノ 間表層砂測盤 ノ 五及 -7 111 

層砂内 ヨ ，，、 磯 ス 井 鍛度頁 二）服

ーー 岩外 リ 地層 JV 詑 道 戸西岩起 ヲ、
三／ 層 ニ八表第 ヲ 録 線 ーー ニ伏負

プ ーー ア 十 ヨ 二得等 路 ν ジ ス ヒ
、 、

深 シ ノV 問 ヲ 層 J、、 ーー プ プ 第束

・"'}- プ ）享内三 J、 三〆 t藤 露十往三 ノ、、

百地 サ外十地第 L〆 出皮 4ト 紀伊

八下約 ーー 問表ー ，，、 セ 内砂層勢

十百一 ア 内 下層津 ノレ タト 岩 ヲ 海

V!-1 五問ノV 外十 J、 市 モ ノ ノ 構ユ

｜可 十 ノ 厚 ノ 八地附 ノ 角 薄成臨

以問砂サ T:Jr 問表近 ノ、皮層 ス 4、、． 



告＂＇＇. 田 国 ス 需水 ノ ，、‘・ ノ 津等上

士技幅 ヘ要量帯 キ 需市帯 .:=. 

闘手製 キ ーー ーー 水問要 ーー

* 
ア

幅捲 l国 ヲ 臆増層題 ーー 於層 , 
f、、 、
修任 地信 ジ 減 ノ ーー 醸 プ 中 津
正 ノ J、－ コス プ ア 必 ア ジ＊ ーー 市、、J、

形 JV 命ノV寺高太 ス フ プ 道共及

本山田製係 毛 飴等 ミ；／ ;7.、 f~］ ノ 水共、
雇岡技 ノ 裕 ノ モ 唯多水源附

J、 幅手 ヲー ア 事厚現少協（ ヲ 近

前 ナ ヲ国 , p，，賀カ 在 ノ ヲ {fp 一
橋 9 主 7j( ヲ プ 噴出ti山 ノ：r 盤
岡 任 道併 寸ノ司ド 出裕下 リ チド

幅 ジ ト ノ セ /V ス ア 水 シ
〆戸、 、
修安 二え 水考 ::l ノレ ノV 一 プ、
正室本 フ ト 水噴仰 多
、．ノ 、
ノ 技年 ヲ ノV 附 ノ 7j( キ 少

製手皮 主出 ト 近蹴 7 現 ノ

闘 ノ、 ーー 干‘ キ ノ ノV 待在 i也

ーー 日 方そ 7k ノ、 撃少ノV 五 下

従光 プ ニ津井量 ヤ →，ii; ァド

事 問製 仰市ノ、 ナ 否有 ノ

セ 幅岡 ク 五互ノV ヤ 絵、 自〆戸、 、
9 修正 ノ ::l 寓 ーー τ玄 J、 T象 噴

'-' Y’~じ"' 勺’f:j・ 1日』1イ:;, ト 容－ ヌ~·己ト． 三J 四、 、
山 了 ，，、 飴響第易十 タ

田 セ 攻 ノ シ 一 ーー 国 JV 一
技 JV 究人 プ 長巴 解 ノ .＞、

手 .＞、 ヲ 口 共居決人 皆
J、太 要 ノ 噴中ス 口 是



「 燐
．守 ヲ 二本 9 之銅 申高 9 共、
グ酸 公十年 ニ版 ナ共他

ネ
λ，Jじ'-o ニ五度 従彫 9 他ノ

ジ量 シ種＝ 事刻 地地、
ヲ試 分 タ 入於 ミ／ 及；

、 ス 質園

l‘ 巧E、R、← 」 9 千ア 製製二 要
L 

析 三 銅盤 版版 報縮、
ト J、燐 百版 印印銅 干f~ 尺
シ情酸イ系 三彫 刷刷版 告百

ア水定 白十刻
J、彫 苦： 寓、

ノ技目 枚 ヲ 宮釦l亥－リr 設分

定日Iii: ャー． 了
内 版及 明 ノ

畳 主 ジ セ 技彫 書 －
法任駿 ブ ;v 手刻宣~ 等帝
J、 ノ 説ノ、 ヲ 、版 ノ ｜歪｜

分下 明新 主牛印 附地
析ニ 書潟 任？畢刷 悶形、
中大 地悶 ト 技 ノ 回

最橋 質幅 ミ／ 手 制楠

モ技 要ナ ヲ 製正

困手 報 リ 林主 ヲ ＿.、

‘ 難之 報 ト 雇任 了 4二、
ナ ーー 告ス 石 ト セ津、
JV 従 書製 井シ JV 技

五 モ 事 等版 雇菅 モ手
ノ セ 一 ドfl 之 沼 ノ 之、 リ 掃刷 ニ雇 約 一ー’ 、 、
一燐 入 J、 従 島 百従

ーー 酸 ジ其 事村 六事

属 ノ 之童文 セ 雇 セ



致容依五 重 十 .z..、 四 ーー 使

セ 量 プ 克 燐括添償 一諸 用、
9 五生 ヲ 目安 ヲ 液 重 ノV 種 種 ス、 ー「
盤 百 ス ノ両δ、 ．守 カH ーー 燐場 4ト il温 ノ JV 
イむ 一 ;v 有 グ ，、、 盟 酸令 ノ ーー 場諸一

I 
ア 一「 沈 セ ネ 全化 同司P 害リ 於合試-, 
L〆 立E 澱 JV 三／ 乍，ヲヒ主，？ ア グ ム.＿.、 プ ーー 薬、
モ 盤 ヲ 盤 7 亙Eヨ王 ン’ ネ 一 燐就 ノ

ーー イむ 二化 よ‘ ヲ モ ジ 盤酸 キ 'l1 、ー寸 -, L.. 
7 司事’ 十 ．す 八 ーー ク イむ 溶数量-, 、
よ‘ グ 四 グ ミノ 十 Jヲ 主司 ’す 液 十 溶
L.. L.. 
ヲ ネ 時 ネ プ tte ょ、 グ ーー 同 液

一
三／ 問 ‘ン 。乃 L.. 

一 ジ ネ 一 施 ノ． 
克 7 後 ク 。至克 ア ジ 定行 濃

71 よ‘ .l. 五 五 及 。 7 量 セ 度
L.. ． 、

至 i容 於 i容 九．百 よb。 よ． ノ ノV 沈
L.. 

盤貴澱四 被 プ 液七 一 市：
，じ ア

克 一 櫨 ヲ 克 十 。七 カ日 化！験放一 ． -, 
立E 過 一 或括八 四 ，、、 ア ノ 況． 

ナ ノ ジ 五 ~・、 ト 九 瓦 一 シ〆 結等一-. 
ス 場熱 ~'I§ －？ ナ 五 ヲ ー十 'l: 果 ーー、
H寺 合灼 一 グ ミ／ ノ ノ両会、 四 ‘ユ ヲ 店｛一 、 -, 
J、 ーー セ 生E ネ、 之 ア 有 時 ウ 掲 ’因

会理 ;v 五 ミノ － ー ン セ t司 よ‘ ク ス」一名，子守長 さ川主外肌、] lie 放
、

ーー ク 一 モ ノド I ，、、 ノレ、
ア

量 ノ 共十 A 括 一 燐． 置 ジ ょを

L.. ン
一 数結 沌 。中 ア 目安 後 ノ一 毛． 

1」谷‘ 
-. 

百 字果 9「巴，． 。ーー ソ 温 一 ナ

ト ....、 。四 液 ヂ 過 ア タ一 」． 、
十 一 7ニE;.. ，、、 六位 一 ク セ 及 左一

ジ

時

ト

ミ／

テ

ノ、

設

in 
ノ

燐

酸

1工't I 
量

ノ

ー凶マー

fノ、J 

ノ

一
ーー

主主

夕、

ノv

::7 

ア

9 、
是

レ

蓋

事ノ

ム，、



。燐 沸要燐 薬 ヨ 酸 サ 果 生五。酸 セ ス 酸 一 ヲ リ 溶 JV ヲ ノ一一寸 、
-..I..... ソ 9 ノ•v ノ漉

-, 
常 カ日 燐 液 ヲ 得場，、

、 -, Vず

五 デ ~n ヲ ．守 過 グ i且 フ 酸 ーー 以 タ ムι」、
克 '7 チ 以 グ 3え ネ ーー レ ノ 始 う7 リ ーー、
ヲ l‘ 四 プ ニ‘写’己 ノV
L 

ミJ 於 －＇，、 非正 メ 宜而 盤
含溶債 之 ジ 場 ヲ プ 賞量 ーー 用 三J ィι

’ 口久 Lよ－も
-, 

有液重 ヲ '/ 燐用 ヲ モ ーー プ 可 9

、
セ ーー 燐念 ょ、 終酸上、 知 リ J、 7二巳'¥.. ゲ
ノ・v 盟 酸速 ア リ 溶支 リ フ 全容 オt-, 
盤化 ーマ 一ー ン ーー 液 陪其 デ ぞ，fマ千 主』ヨ！：！＇. ミJー寸 ー寸 ー－，
イち ア グ沈 モ ア 一 ナ ア γ 量五 7 ー寸
ーマ ン ネ 澱 ーー ン 女合 キ ン 展二百 Z為

グ モ ジ セ り モ メ 結
’「 L 

毛 ア 百 一溶一
子 ーー ク ジ ,/, 一果 ーー ン 十 ほ一
シ ウ ょ、 i‘ 

盤L 
ア 一 ヲ ア モ 十括二L 

定得溶L ク よ‘ I'・ JV J、 ヲ
ーー 括

，，、 生E
L-

i夜 多工‘ 一 ジ 魚常 カ日 ：＇区=t r、
7 ノ ヲ一L 

溶 克 プ メ i昆 ，、、 ノ ;,・ 、 一 i‘ －吻~Fl キ、

質量合液 一。長 ーー 煮 盤 一－・ フ． 
一 ~］ 。時方今 羽bイむ ．民PJ§}. 液 一 j邑一 -, 
括 司1 七 間 プ 主／ ア 上 ヲ 嬢 キ 官、子

及 ーー 七 放 J、 短 ン 得．加 ノv 取盟一
.It ’す 四 置 沈 時 モ タ ，、、 ヲ 扱 論

七 重：グ瓦 ス 澱 間 － ー >V 生使 ー。子 ヲ JV 一 内． ク 害リ 二え ト 不 一」． 

八 ミ／ ノ己色、 一長 ーー よ‘ βιJ 、 ノV 二入 使致
L 、

九 '7 有代 時 沈 及 ーー 洗 印砂 セ

五． ].. セ ，、、 問 澱 盤 諸 澱 チ カ ノV
L 

ノ 。ノV 煮 ヲ ヲ イ乞 試 ーー 燐 フ 企／ヨ｝lτ ． 



ジ化 ヲ よ‘ 四 得果 毛 問 ノf、J ーー1-, ア

百溶債溶 ア 一 ，、、 ヲ 一放問一 ン、 、
液 ン拓液重ノV 五燐 シ得 ア 置 四 モ
ノ モ ーー 燐 一曲 ト 酸 へ溶 セ 十 一ー寸
冷 一 ナ ア 酸... 至 ナ 溶 ク 液 JV 分 ア

去日 '7 ジ ン ．守 ノレ ジ液 之二 .:;. 問 溶、
ス J‘ 煮 司王 グ迄之 ーー ーー 十克一液

I 

ノV 百沸 ーー 子 撹 ヲ モ 接持 ーー 時三

ーー 五 ミノ ア シ持煮 9 JV ヲ 少 間十
L 

至十捷 ヲ '7 ジ 沸 7• 時加 量煮一括

JV 克持加 1‘ 数 ジ アーや ＿，・、 ，、．． ノ 沸 ヲ
L 

迄 ヲ ジ ，、、 ト 時捷 ン 試冷洗 セ カ日

之水 '/ 之 ジ 間持酸 薬却澱 JV ，、‘・
一寸

ヲ 一 、ヲ プ 後 ジ ア 注後 ヲ ーー 金
撹立之百 O 瀦 中 ;/ 加沈生何容． 
持 ーー ーー 分二過性 エモ 後澱 セ v 量

セ 溶結 中五ス 苦 一 ヲ 9 ＝ι ヲ一 、
JV 解品二一 JV 土 ウ 時混然結二． 
一 セ 盤五ニ場合 よ‘ 間 過 v 果百

L 

結ノV 化 ノ 克合剤 ヲ 以 .A ＋ 過三
I ... 

果苦 ．守 ア ヲ ヲ カ日 内 /I/ 毛 少十
，，、 士 グ ン含 滴 ，、、 ーー 時煮 ーー 立E、
- b S」 子 毛．有 下共 沈 J、 沸共 ト

夜剤ジ ｝ ー セ ジ ノ両色、 澱梢 セ 櫨 シ

放十 '7 ア ノV 溶量 ヲ 理 JV 液二 I¥ 

置六 よ‘ 谷燐 液 ヲ 櫨論後 ヲ 十
L 

セ 括五有酸 ノ 百 過 ーー 更二分... 
ノV ヲ 十量 ソ 冷分 Jえ 近 品十問、 ー寸 、
司E 滴克容 ヂ まp中 ノV キ ア 四 --、
ノ 下盟量 ：ウ 二九 一一 ヲ 結 ン 時十． 



一ー一九

，、、

~ ミP

量

ヲ

一一
百

長E

ナ

ジ

煮

沸

る〆

之

比

重。
． 
八

九

五

ノ
I 

ア

ン

毛

ーー

ア

溶
液

，七

グ． JV 

子 燐

ジ 酸
一寸

ウ ソ

よ‘ ヂ
L 。ク
． 。よ‘。溶
』L・液ノ、
ヨt 一一
克 盤

ヲ 化I 
J両6、 ア

有 ν 

セ モ

；・l.・J ーー

盤 7 

化ー1 Lム－ 
一？？ 一

ゲ 克

子 及

ミJ 五

ク 克

i.. 並

溶 ーー

液 一
二括

括 中

ヲ ーー
ー寸
...,,. 

ヲ モ 沸 第

以 第 ジ 一一
プ 一 吏

ノ

設 ノ = 場

ーー 場 多 ヌι4』
，，、 合量・ユ

四 ノ J、

同
I 

債 ア 燐

重．ジ ン’ 酸

燐 ク モ 溶-, 
酸ー寸 ア ーー 液

－マ ン ア ーー

グ． モ ヲ 試

子 ーー 薬

ジ ア フ ヲ
L 

ク 溶 JV カ日

よ‘ 液
」

時 ，、、

ト ヲ 良 後

ジ 煮 好 之

プ 沸十 ヲ
一寸。.A Jレ ア

． 

o’；y 結 :/ 

七 J、 果 'l! 

七 良 ヲ ーー

四 法 得 ア

克 一一 タ a性
ヲ ア 9 ト、
J両6、 フ 然 ナ

有 サ ν ジ

セ ノV ト 煮

、一 9 及
四 燐部 ア 四、

ヲ t;r a、常 酸 燐 生 時

待 子 温 ノ 目安 セ 問

チ ミJ 一一 一一 ノV 後ー寸
プ ヲ 於部 －マ 沈 ーー

『l且占 ょ． ア ヲ グ 澱櫨
L 

ーー ヲ 燐 飛 子 a，、 過

沈 酸 散 ν 杢 セ

澱 内 溶 ス ウ JV 

ヲ 煮 液 ノν 主‘ 燐 モ、
漉 沸 一一ー ア 酸 ノ
過 ，状種 依 ジ 一共一-, 
.A 態 {- JV モ ’ず ーー

/V ーー ノ ，、、 ーー グ大

場 於 害リ ミ／ ク 子 差

ムιa、 プ F日~ 主‘ ミJ ナ
L 

之 ーー ヲ、 ク ク

ーー 盤 1昆 z‘ 且
I 、
ア 化-, ミJ ア ツ

ン ア 熱 L〆 過

モ ン 灼 モ 少

ーー モ セ ーー ナ

ア ーー フ ウ 9 
L 、
ヲ 7 ノV i‘ 蓋 、

Lー
注 エ‘ 、ナ ミJ

カ日
'--
及 時 フ 此

王／ 盟 此 ス 法

冷化 モ ジ ーー

却？ ノ プ ヨ



ノV 過 :7 ーー キ 毛

ノ 剰 ト 過 ；邑 ノ

優 ノ ， 守’ 剰 乗リ ーー

' レ ．？ ノ1〆 ノ ノ ジ
I 

ノV グ モ ’ず ~； プ

一一 子 斯 グ メ 共
若 己〆 ノ 子 あ•1 知

カ 7 女日 ジ 果 フ

ス 主、 キ 7 ノ・ レ

是、 L臨－ ..＞、 よ‘ 過 サ

ヲ ヲ 時 L盤－ 大 JV 

以加 問 ヲ モ

プ ，、、 及 カH ナ ノ

11< 一手 ，、、 JV ーー

円安 同 敷生場 ア

イち ノ ヲ 虫、 ノ仁弘S、 9 -, 
ーマ 札’ 要 ノ•V 砂 ア

グ澱 .A 沈 ナ ... ・、

子 一 ノレ 澱 カ 盤
ジ ヨ ヲ ヲ フ イ『七寸
ク 9 以溶 ス 事マ

、

よ‘ プ プ 角1~ ~·甘J グ、
Lー
ノ k台 シ JV ネ

堕確 メ 再場 ミ〆

イむ ナ ヨ 沈 メd、 ！？ 
一寸
ア JV 9 Wl凡I{ ヲ t‘ 

L 

ン 対i甚 -1! 庖： ノ

モ 果 タ モJ 9 甚

ーー ヲ 宇／ よ‘ 始 タ

ク 符 キ ノV メ ジ

以 液 ーー 液 一 十一
上 五 J、 冷百 時 五

、

主~甚 燐 一 却万 問 生E一 、
，、、 タ 酸 十 セ 至 ＝ノ＝， 百

タ ；品 溶 四 ミJ 百 要まu
ノV 剰－液 時 Z争 五 ジ 或

J;l ノ 一ー 問
1 

ノV 十 此 J、

.!!W,‘ 古・ ア 後 ノ ii§ 問 百

ノ、 士 〉’
、司、． ノ 撹五

也l：合 モ 1i~さ ーー 時持 十

ーー 費j ーー プ プ 殆 二え !'t=§ 

燐 ヲ ア 少 J、 ユ／ ノV ヲ
」岬

酸加 ヲ 許燐 時刻l
ノE合主、 フ カ日 ノ 酸 f_IIT J、 ，、、

有ノV ，、、 沈 J、 論盤 タ

ll土,_ 場 共澱完 ．ー｝ イむ ') 
I 
、

ノ Aι4 、 ノ ヲ 杢等 ア 之

全日 合生 ーー ;;,- 1ノ ヲ

フ 有 セ 沈 キ モ 会’一段f合~ 

JV 互13主 リ 澱結 斗’~I.・

、 ヲ セ 果 7 中

モ 百 サ ヲ よ、 一
ノ ノ~ JV 待ー 五し プ

一 中 モ タ 克 7令’

就
、
ま日一 ノ ') ー寸

一 、 ア
キ ト 、 然

ン
3屯

）血 ナ 女u L〆 モ ノV

11- るノ ク ト 時

--t 之 主主 モ ア J、

ノv ーー 櫨早溶約

四
0 



澱 土 ノレ 毛 ン τ，，... ミJ タ z調 ;:..' 4古+- モ よ‘
L L_ 

，.＞、 会苦 ーー 毛 ン 且ノV ト ト 土 ーー ーー

敷剤 土 ワ ーー 1酸－ ヅ モ :,, 理合 1ラ 主t-, -, 

時 ヲ βιa 、 よ‘ ア ア ア ノ 7 論殉j z訓ぽ 二九
L L 

間 使弗j五 溶 ン ン － ー 。ノ 守 及ノレ

一後
． I 

用 ノ 克液 ごE モ ジ 。数作 ア 溶一ーー 、
ス 五比 百 一 ーー プ 七宇 9 ユ／ 解

分櫨 JV 十 重 括クア始七ニ共モ試

析遇モ拓 O ニムノメ八等甚エ験
さロ．グ』 v、，結七八・溶溶Lー 含＝克己／ タ ア誼

験得果十九解液有之ヲキジ l二ュ

へ J、五五ジヲ量ニ含結キ fJ燐
細ジ常持ノ之カH ヲ「ア ・有果過ス酸
別、 「
ュ百アユへ百ンセヲ剰 JV "V 

表 精五 :Y 結 プ 分 毛 JV 相ー ヲ 溶 グ

確十 モ 日回目 沈 中 ーー 燐 タ 燐解 守L

す 立E 一・． 瞳澱 一 ア 置を 9 酸 試 ジ一
溶L 

、
9 ヲ ウ 化 ヲ ト ソ 賞溶験 ク、 一寸

而 カ日 J.,. マ生 ナ 液 デ験液 ヲ l‘ 

へ溶'-
、

三〆 グ セ ミノ ヲ ウ J、 ーー 施 ア

プ タ 液 子 シ 或 カ日 よ勾 129 tr F・ :/ 
i夜 9 十 ジ メ J、 ，、、 海債 ，、、

ジーーモ

ヲi~Jr 拓 ウ 之 酸 プ 被重沈 プ ーー、
燐容t畳 ノ 7k よ‘ ヲ ーー 燐澱従 ク

四
百溶量就酸持 女日 九 一 ヲ 来 工、-, '-

ス タ 十 克 分 液 ヲ キ "V 検 ノ
、

’V 過立E 盤 中 ーー 百 プ グス 異盤
一寸

時剰 ヨ イむ 一 モ一 立E 施 子 ノν ナ イむ

' ノ、 ノ 9 ア ノ リ ト fi ジ ーー レ ア
ー「

沈 苦成 ン ア フ ナ ミ4 ク 殆 JV' ン



本

年

度

ミノ
ロnn 

亜｜鈴｜鍛 I;-I金満燐石

ーー

於

ア

分

析

試

験

普

主宣

銀鉛俺

分と｜竺｜土｜竺｜竺l~I竺｜竺一
倒

日

析

試三！＿＆＿Iニ｜ム｜ムl＿~__l_ _;_I二一数
供

ム！よ！ム己｜ム

I Iよ｜上｜斗｜ム｜ム｜上l当τ 

ジ

タ

JV 

モ

験
検

定

数一
六i¥. 

一一一一五
一一一八

四

ノ

品

目

、

佃

敷

及

検

定

数

、
特

析

p、
71 

日目

試

0 
nu 

数

日

－＇・

左

ノ

験

定

ム ま日
数



其 鎖 E‘i王' 手占 * 石 硫
計

会
計

f数岡

:5. 他 物 石 土 i肉 重苦。 一 一 一 一
一

四
七 一 一

検定数
一。t-、 一 士7 一

一
一 一、、 ノ占、 一 一 ー

一 一一 五 四 。八 一一一
四 九 。五 一 。九 一四 一

ーし

。

四
八。

鎖

物

調

査

鏡

物

調

査

川

前

年

度

ヨ

於

ヶ

y
調

査

ヲ

施

行

ジ

門

倉

技

手

9

櫨

績

uv

北

海

道

地

質

調

査

ヲ

携

任

ジ

中

野

技

手

之

ヲ

補

佐

ν
、

中

村

技

手

地

形

測

量

ヲ

鰭

任

ν
、九

調

査

ヲ

結

了

セ

ニ

知

床

宇

島

ノ

亙

凶

ノ

約

二

箇

月

間

リ
ノ
十

ーー

月

ヨ

月

リ

四



第知 ノ 産塞 ーー ス !lll 9 成東牛島知
三床交 ヲ i崩爆 :7 毛 プ ミ〆 ーー 島 ニ床

来日牛遁成 ア ;;{f] 延海 プ 走 ノ ミ／ 宇

層 島 極 ジ リ ア 多長 ーー 海 ') 中 プ 局、
J、 J、 メ 良 泊： リ ク 僅面 ーー 海 軸根 J、、
一第 プ 港持！：湖 ll~j:‘ カ ジ 院i 芹 ヲ 室北

般＝不 一 ーー 沼 ーー キヲ よ、 一 成因 海
ーー 紀便乏 ~、 ノ、 懸数十 モ 近シ 目 道
北 層 ナ ジ 州l 皆谷里米南 ツ プ 梨 ノ、
イト 第 ノレ ク 角 ヲ ノ 剖l ク 北郡北、
束四 ヲ 恰小 ナ 成過崖 J、

ーー ＋ 北 東

ーー 来日以好決ノV J主 キ ヲ 稿従来見端、
近 層 プ ノ 多 ごE 渓 三ζ 成趣 ヒ ヨ 図 一、
キ 及運投 キ 共谷 渓 ス ヲ 許可 9 斜イ立、
層火聡錨 モ 敷亦谷河異 奈子南里 t〆

向 山 交地南十急； ノ 流 － ー シ 々 君日 オ
音IS 飴傾雨

、
ヲ 岩 通 ノ、 事／ 北西 ーー ホ

有 ヨ ~、 シ ヲ ア 斜側皆市・普f｝ニ 跨
メ． リ 主 プ 除 9 ヲ －・、 短岸 ，、 走 レ ヅ、 、
何i成 F藍 ケ 多 成 1f先. 1］、 － ー 一 9 クレ一一寸

雨海L. 奈l’ノV シ フ J、 ク． ス ジ ーー 近十 y 、
＿，.、

プ 1ラ 殆 ノ、 ヲ ブ ジ ク 米共闘 一申
図 泊； 三‘v ン 火以 急； プ 丘乃支 援 突

さ克 － ー
港しー

干し プ ーー 共陵 至 脈 ヲ 出
I lJ 嬢 ア 官lj 湖水 シ 大地 e百 J、 重リ セ

脈 、JV JV レ 一・． 流 プ ナ 及米北 セ ノレ

ーー ノ ノV 嵐会；｜峡 JV i皆 ノ 西ノV 狭

近 ー、、‘ 主日 シ 一 谷 モ 段絶又 山 長
ク 陸 キ 又庭 ヲ '/ 地 壁 J、服 ノ

急J 上岩 t医 -7 成 一ト ア ヲ 南 J、 4ミ
叫 h

四
四



171! 
五

岩 山普布 ス火及頁凝色方岩 ーー． 一、 、
J、 岩遁 ノ 此 1.11 1中岩友頁 ーー 或区海

根 J、輝匡 他 岩積層岩岩費 J、 別岸
,c 其石域石川層 J、及居 達讃 ス ーー、
ア頒安狭英頒 ョ主砂 J、 ス岩下近、
小布山 小組布 リ 、F 岩頁之 ヲ 部 ヅ

国 ノ 岩ナ面 ノ 成 ジ J、岩 ヲ 挟第ク． 、
域匝複 リ 岩医 9 プ 下砂暗有三 一、
ニ域締輝石域 f皆頁部岩友 ジ来日従

現最石石英庚段岩 ニ及色本 府 ヒ

出 モ 安安安ク t也 ヨ 議凝頁半 J、次

ス炭山 山 山 本挫 9 違友岩島主第

ノV ク岩岩岩半 成 ジ岩層 ノ 一、 、
ノ 普及 川 粒白河 リ 上 ヨ 及南 ジ緩
ー、、． i亘撒熔朕 ノ j;j± 砂音f) リ 友三ド プ ナ、
安輝措岩安大及岩 一 成色告II頁 リ、
山石輝丘山牛海 ヲ 至 リ 柔ニ岩岩

岩－安石熔岩 ヲ、 岸挟ノV 稀軟露 ヨ 質

質 山安岩 角領 ノ 有 ーー － ー 頁 出 リ 立立
集岩 山流閃 ミJ 平ス従盤岩ス 成 一、 、
塊之岩又安主地＆＇ I ヒ 岩層上 ヲ 層

岩 一戸 ノ J、 山 ーー ヲ 四頁或 ノ 抗日砂序
J、 次三岩岩輝構組岩 J、 :::: !:it 討u • ニ

ま軍 キ 種脈等石成層礎石層三稀依、
石械ア ヲ ア 安 ス J、達友ユ 来日 一 リ
安慌 ') 成 レ llJ 1皆 ス 岩 M[ 居浮之、 、
flJ %軍 t<l ス ト 岩 段友 ヲ 別 J、 石 ヲ、
岩石輝 ／岩モ ナ 堆色挟ス if手質上、
安石種其： ') 積柔有晴）＇， 1：凝下

共 ffI安．＝頑 ト 層軟 シ 友地訳部



四 ヨ詑熱 ーー． 接火北硫成火 ヲ 領ユ
百 ーー 湯大ス 孔約寅 セ 山成 シ成ーー 、
米 ジ蒸 ヲ 破最 ア i¥ ill フ ーー ス 或層、

深ぺ気噴裂束 9 白 ノ、 y 疏 ノ、火
、

サ 、7 噴出 ヲ ノ 又米国 黄 岩手 山
L 、
百山気 セ ナ 一西深錐 iJJ Fr三 ヲ

ーーー・ J、 干し ヲ シ 火側 サ 形 及 ニ構
ー寸

十 回 彩 ト 共干し ノ 約 ヲ ヅ 懸成

米錐 事〆 云際 J、 高 ニ呈 ーー 崖 pζ 

J’， 市， 形ク ヒ 疏 明 サ 百ス ミ／ ヲ ノレ・、
9 ヲ 存現武治海米頂 ’＼ 白 成 主
プ 主在時流九抜 一 上 ツ シ要

一内 ス 久尚 出年五 シ 山 或 ナ、
壁 m 盛 ミノ 九百ア ア ア イ、ノv

自＇~！上 ーー 同 月 四 内 JV ヲ 海岩、
ムl. ーー 噴二二十位火 共 中石
ス ア 煙十十米 l哨孔 一 一一 ナ、
束ノレ ジ三四 ノ 立山 複 幅二 ') 

、
西火 及年 日 慮 ／.，稲 ま軍 itlt 概、．

一 孔 火六及 ーー 火束 石 ヲ シ
面 J、 孔月 同 三孔西 安 構ア
二九 目各 附十二爆底 一 山 成本
ノレ 園 近五十裂 ノ 長 不王 シ 4三
山形 ーー 日 二火北 ク 及 或品

腹 ヲ J、復年孔西約 集 J、 北

一 ナ 疏タ 八 ア ff!；千 塊 漢字

各 ジ 質破月 ') ーー r王， 澗 ノ一
数直 噴裂十 プ 百 ーー j( J、 ヨ

火径 気 ミ／ー相爆米 ') 峡部、
孔千 干し うF 日 隣裂南 構 谷 ヲ

四
六



四
七

フ 山怒ク ミ／ 硫之 ア ヲ 開先1 毛 鎖湖
，、、 d，、 ナ硫 7 質 ヲ 百休後床海産 ア

キ 交 9 寅熔噴検分業 ーー 疏岸物 9 、
鎖遁採鎖岩気ス 中 セ 係黄 ヲ 一
石不取 ト ーー 干し ノV )L リ リ 鍍去銀、
向使 セ シ被附 ::1 十普共山 JV 鏑

多 ノ JV ブ 覆近 ト 四 うF 最 J、 ::1 及． 
jJ 地楳採 －セ ノ ヲ 七採盛奈：｝ ト 硫

JV ーー 本掘 フ 集符二掘 ll!i：里遠・黄
〆、、 ア ヲ ジ JV ；！＼~久 ノ セ ー一 君目 グ ア、 、
ν リ 分得硫岩此硫 ）V J、 i、~合 I凪~ ヲ、
プ 析へ 1&. で 中外政硫産官・泉持Ii
タ手 セ キ J、 未 ヲ 黄出別揚黄

期ノV 部集 IBS タ 合鋸布i村 ，、

ーー ーー 分塊胎採有床本字 ジ嘗

於百多岩 ス 掘 セ J、多r1 硫 プ プ、
プ 分 ミ／ ノ 集 ジ 9 流第京未稼
J、 中 謬塊 タ ト 出 一山 タ 千予

稼硫ス 結岩ノV 云硫 ーー 中殺 セ、
行黄鋳物 ノ、 ＝， ヒ "llt位腹違 フ、
困六石中厚 既 ーー セ ｝ ー ス ν 

難十 ＿.、 ーー サ ナ ーー 扇 ジ ア ノV 〆ノ司r． 
ナ 二友 浸三 キ 採 ジ モ 9 一一 9 、
レ 四賀染尺硫掘殆同 プ 至温

ト ヲ 色 ジ乃 黄 ジ ンニ明 フ 泉

毛 J両e、
一 腹至鍍謹 ト 十治ス J、

採有 シ結十床 サ 純六十 共

掘 セ プ 物ニ ア レ粋年一 数

ーー 9 質 J、 尺、
, 目 ｝ ーー 年 多

堪本組全 一一 ア 目下 ミノ 至 ノ キ



脈合 J、 セ
カ
一一 プ 塞 子四呈数本｜

数銀筈 ジ .I.. 十友 ジ 湖 ク十 ジ Yミ l'-1

懐石坑 .:c イ 六色 プ ノ ジ ムノ、 管主主 ノ ノ． 
温北杭圭粗火北、ア 英三 ノ オ 一 ヲ

') 脈 ア ア ぺ八呈泉透黄五髭山 東、
中高 ーー 9 ヲ ヅ ヲ ス 湧 二鋸 ヲ ナ 友 ＇jj、

ジ録音之出位山含五 ジ 鋸 ヲ ア ーー
、

寸 プ 床 モ 山有 ヲ 干し ス J、有之 リ ｜持、

乃 す｛ J、好 J‘ ス 採 ノ 誌 目 ス ヲ プ 接

至銭安果 日 取周 ーー 梨 採熔ス

四鉱山 ヲ 梨 ヨJ 回 J、郡 l良岩ノV
、 ー寸

尺 ＇！／t岩得郡 プ ーー 硫植 シ rp ヲ
ナ銅質 JV 植 本沈質別 本 ーー ::J 

リ 鋸角 }}lj 所詮温村 所挟 ク、
ト 制盤至村 7J 、ジ 泉 ーー 分在 シ’

二え 銅岩 フ 寸ー－よl 析 其数在 析ス 戸、命
、

鍛若ス セ 係区多 リ 係硫 ヅ
、

荒 L及－ 閃 ク ジ セ ニ域集 ;T 一， 
I I 

ーlfE J、 プ キ 於狭塊 フ 於 J、 ウ
L-

小岩鉛粒休 － ー ブ 7 プ 火 フ．

鉱朕止ヂf ノ0- ナ 中 ジ 分山 ジ

稀安
Lー
析友セ 9 析 Jll ノ

、 、

一 山 ') 数 セ 鏡湧 ヲ セ － ー ヅ、 」ー
方岩 -, ij'- ジ石出捌 ジ混川｜フ

告白 中 L〆 同1J 一 a，、 ス ノV ニ在ノ 、
、

強 ーー ぺ探 百多硫 ::J 百 シ水

i投 目玉 •') 鏡 分孔 黄 ト 分友 i原

在胎流 ーー 質鎌 一 中 二長 － ー
ス セ 域従 硫 ーー J、 里 硫色厚、 、
鏑ノV 一 Cl}T- 1,{t ジ主堰 ｝定 ヲ ーナ

四
i¥. 



四
九

ーー ノ 錬第如 室 陳鎖 製度 ミJ ヨ
..., 
ラ

於樫等ニジ ヲ 列物 園 乃港」． 9 ウ

ケ 島 ノ 披 公 ヲ 陳 J、至 ヲ 湧 ジ
l-

;v火器 室 開 新列 若六匝出温

藤山具ニ ミJ ユ館鎖林十ノV シ泉
、

用模標於 タ セ 物嘱二北温三

材型本 ケ 9 JV 従陳 託度東 度ラ、 、
料中寓 JV 本毛来列 員 ナ八撮ク

殊段異 金 年 ノ公日，＿：＿，＿目 背リ里氏ジ、
εョ‘ ーー 加 属 度 ア開 木 ニ六港

非於工鏑 ニノV セ 技 位 十 ノ

金ケ 1fl1 111 於 ノ ノV 手 シニ西

属 jV 等作 プ ‘ :":, 第 之 温度方、
鋸車中 業 新ナー ーー 泉万三

物鉛央ノ ーー ラ 競 従 J、至十

一銭室 賀 陳 ス 室 事 集 八町、 ー1

麗業ュ況 列十第 ジ 塊 十 フ

ス ーー 於 ヲ セ 一 一 タ -!t三f=.. ・ ク一
;v闘 ケ刀三 JV 月 競 9 ヨ 度 る／

L-

~ スノE〆セ 楳 一室 リ ア河． 
ノ ;v 大ノV 本日 中 i勇 9 芹、 、
ftp鋸正足 中 ヨ 央 出 I -

セ

チ石三 尾 主 9 室 ス 、ア
、

石及年鏡 要真及 i且キ ヲ
L_ 、

油製一山 ナ ーー 中 度温温

採品月採 y 新段 揺泉泉、
掘 第 噴鏡 =f: ーー ーー 氏地 J、

、
ノ 三火選 ノ 第於 一

昔、集

左三
I 
塊 i費税前 鎖 うF －十 tラ

況室後 製 ノ 披共 ペ七 ヲ岩



ヲ

冴三

原
油
、
精
製
油
‘
石
炭
、
骸
炭
及
其
副
産
物
、
燐
鏡
．
硫
黄
、
土
漉
青
及
其
製
品

，
本

年

度

ノ
セ

/V 

石

油

鏡

場

、

撃

井

櫓

及

製

油

所

ノ

開

館

日

数

名

ナ

時

ノ

、

共

月

別

縦

覧

人

員

左

ノ

J、

三

百

四

十

月四五f二
本

年

度

陳

列

品

録
シ

~1 －－－~l __ ~_l~I-7JIJ 
ユ
於
－
7

各

所

ユ

光

彩

ヲ

ア

謝

意

ヲ
縦

一－

て
四
七
八
一
十

て
0
0コ
一
一
十

質

人

員

月

ヨ

リ

寄

贈

ノ

添

ヲ

待

タ

フ

ノV

表

ス

女日

ジ

土｜土＼~」土－
J.ll] 

日

模
型
．
石
油
ノ

用

途

ヲ

ーー

ア

縦

覧

人

員

総

計

ジ
縦

覚

人

員

，＞、

百

七

十

九

鈷

9 標
設、本

及

寝

具

ーー

主

要

ナ

ur

寄

贈

品

目

五

コ刀三ーー

セ

Y

器
具
等
、

高

六

千

六

十

縦

illli-1~ 
覧

人

シ

本

館

ノ

ア

ト

寄

贈

者

ト
員

ヲ



-
鎖 :X 憂 持 燐 系 潟 銅

石 那 習量 部 サ鎖 統
銭
ノ

反

製 ~ 金 鎖 ‘ーー ノ 採 r'fl. 
島

銭 園 Y"t 鎖錬 石 爪 Ill 憐精
順 ？舟h‘. 石 宝3 鎖製 選

鍛 反 鍍
序

採 llfll 
、

援 ~r~ 
制 序 製鎌

本 産
地 軍事

鏡
主主 本

電

物 ，札国止、 分気

楳 創司

務

本
Bι 
加
工
；！~ 

標具本． 日

一 一
員，

一
一

一同 : 閥岡

一九 数

一一一 一 。jL 五 五． 五四

一一
住 回 愛 ー一、 同 同 tiヲ

f.f 
援 サ 宅量

友 しー 河国 中

~. 

ー守 曜講 烏
}JIJ 
セ

燐 合

子
,,. 鍬 持 j島幸

鎖

シ
書官 株

名

量量
ト 業 式しー 合

業 鍛
合 合 者

f1r 枇 所 山 枇 最上



ヲ経 9 報同教展 所

減費 昔地育覧 鍍 地員

事／ 合形合合任物 任質ノ

自己 J、 闘主 命調 命調異

付 7泉 J、 ヲ催墓 査 査動

セ算 十出数潟地職地 地所

ラ不 ニ品育総 員形（質職本

レ成 問セ、 M1 督質ー 係雪係 員 年

十立 r,:q 9 展府 蝿 度

一 ノ －覧始技 係託係 ーー

月 :ti シ 曾政手 長 員 長 於

一 メ 各 ニ来日 ケ

至前 技 J、念門 山鈴小 JV 

9 年 術 縮物倉 根木 1林 所

夏度 ’ば 尺産ニ ~w 昌儀 員

品質 携 四展能 次吉郎 ノ

同行 任 十覧 異〆向、
科？象 ノ 高曾 策 動

目算 業 分ニ 技 左
ーー 中 務 ノ J、 手． ノ

於地 ヲ 一銭 金日

ア質 報 西石 高 事〆

六調 告
・－
部楳 橋

百査 ジ 地本 一
一

六費 且 質 ヲ
1郎、

十ニ ヅ 間忍

王L

、
八於 同立

困ク 議 事長 烏

鋸百 三’‘， 産取
物岡 タ 岡牒



調

査

費

よb／ 牧

入

一
於
－
プ

経

常

費

、

臨

時

費

ヲ
千

五

百

園

、

本

年

度

限

ア

二

千

二

百

六

十

リ

減

1額

v 如

シ経

常

内雇奏

位！任

員

計抜体

~給給

．，“ 脱仰

bv七
H
d
i
p
 

鈍

物

調

査

費

給費

’十’ h
d
 
l
 
l
 

総俸

政
官
寅
書
店

地

質

要

報

附

凶

鋳
物
調
査
報
背
附
附
計

費

ヨi二二
O 五 0 抑
O枚。。枚下

ーー

；邑

ジ
一
二
、
凶
八

O

一
九
ニ

コ一‘一一一六六

三
一二
、
三
九
八

二七

~」. +-ノ、，、
fJLJ五 l旦l
. 0 01'1 
，ヒ

'r 

i'-' 

地

同

左

~ モ九：f'J
--0 七
こ二 00  

JL 。
ノ

i也傭＇NJ訪日除女日

セ!¥ 

恒l

質査シ〆

フ

｛壬

調人

体

JIJ 

L〆

タ

ノ

減

額

ヨ長

資料給

言語

1：主費

地
質
訓
査
凶
報
告
附
岡

ト

以

ア

前

年

度

市

ノ

郎

チ

ノV

ヲ

ナ〆ヨ王。投
E
S
 L〆

九一六、、、
二一九
三六六
二八 O

r9 

二

O
O

凶

七．ニ
O

一T玉三
E型E



本所調ス ノ 文固於回総巴 ミユ 世
、

所ナ査而数類書テ 百計二国界

ヨ 9 所 ジ 千八ノ 二四ニ於 書 各

9 ト 五．ア飴冊数十十十ア ヲ 岡

岡 ス箇本＝ ア J、 円八七宍寄ノ丈

書 所年比 9 報国冊箇亜贈地、 、
ヲ 大度ス之文細ナ所米セ質

父 皐ニ レ ヲ類亜 9 ＝利ノV 調庫、
換 及於 J、前二二大シ加 ，、査

又 皐ア甚年百於皐ア ーー 六所、
ノ、 舎新 v 度五ア及園於十大

寄 等ュ キ ノ 十一皐 書 アー皐

贈
、

四出減地二亜曾 ノ 十箇及

セ 箇版少質冊非ユ 数九所 ，撃、
シ 所物ナ調ナ利 ア J、亜ナ曾

、
.；・、 濠交

’ 
査 リ カ日 9 地細 9 ーー、 、 、

F世 太換是所共ュア 形亜 ~n ミ／、
界 束。 ヲ レ大他於 J、国 ーー チ プ

各 利開蓋皐著ア 欧百於地本

園 亜始ジ及名ニ羅十ア質所、
ノ 一‘． セ 欧皐 ノ 線巴幅六調 ト

、 、
地 於シ洲曾皐計二地濠査岡

質 プ J、戦ノ 者三於質太所書

調 地米首L数ノ 十ア 岡刺 ーー ヲ
査 質図 ノ 百寄四七十利 ア交、
所 調 ユ結八贈箇亜ニ亜 9 換、
島ーす主4・ 査於果個ユ所米幅 ーー プ ミ／、
曾 所ア ナ所係 ュ利報於 J、及． 、
二た 一地 9 ｜司ノV シカH 文 T 欧本

皐 筒質 ト 書 報 プ ユ類六羅 j月、

五
回



' i 

箇 本ノV 主要 本 J、 寄 本地十 鎖 部闘等白

所所 モ合部地贈邦岡三 産 地二 ヲ、
共 ヨ ノ ーー ヨ 岡 セ ノ 二冊固形百通、
他 リ 十 ア 一・． ／レ官十巴入 園 二 ジ〆『、
こ岡 ．筒 リ 三於 ρ 鹿ー奈十修十百、
百 番 所 ア 幅 プ 五感幅馬六正六十、、J
八ヲ三 J、 鋭 l誌 十 校 ／i.J 太 1;:1；＼七 l陥箇

十交十共道地九及設平常十問所

四換五敷院測箇皐明洋 磐 二説ユ

箇又冊ニ ヨ 量 所曾書寓炭幅明 シ、
所 J、 ナ十 9， 音［5ナ ＝十園田舎 書 テ、
ユ寄 , 報ー ヨ 9 ジ八博地計二国、
ジ贈 文幅 , ~p ア部覧質百百害、
プ セ 類報三チ本及合 間 四二 ノ

闘 事〆 百文百 官 所報地八十十数

書 J、 四類三鷹 ト 文質十三六 J、

ノ 官 十＝ 十品 閏類調幅幅冊国、 、 、
数藤 二於五 ア書三査同 中 中幅

J、八 冊ア幅 , ヲ冊所設部部地、
間十 ナ共水ア交ナ 出明地地形

幅八 リ 敷路 J、換 9 品 書質 形闘

地箇 ト 四郎共 ジ 日 八 閏園 百，，、、 r司、
形所 ス百 ョ敷又 録十修修！羽、 、
聞事 共八 9・ニ J、 九冊正正十、、＿.／ '-../ 
ニ校 他冊三十本 十地八七七、
百串 ノ ト 十九所 七質十十幅、 、
八合 寄シニ岡 ーー 冊要九一国、

共報幅師幅十四 贈皐幅 害 問、 、 、
七十 二枚 参 ノ 書 他百中西地

幅七 係及謀数 ヲ ノ 六部南質、

五
定



一、ー

西地 , 幅形本 測闘購冊質問、
南

ト 設同年 量係入其要幅

部質 ス明一皮 部ノ 園他報地、
~n 許 fn；ニ 干lj キ古：周二質

地 問
、

チ ー阿於出行ノ J、書・育園
形 ~ 1i＝.. 冊 TM ア ノ 七敵類三百

岡崎 ノ 地部出版 モ 種文三十八

±t一h虫11 質地版刷切 ノ化球m十九十
／『、
JIJ ジ要質セ 十皐 誌 六叩・幅

和 根

欧 誌 報悶ノV 五工十同地問

文 型圏 一 一 同 幅 饗種 二 質説
、ー，ノ ・fl日市； 者 ナ ニ二十調明、 、
盛 地両ノ、 リ 関百六査書

質 TYJ 地 係、二冊所百

同 部~ if［；同 フ、 ノ 十 ナ報八

査鍍 モ ーー 9 告十

所産ア ノ 制f 八八
報開 ヲ 一 ーー 百冊一 、
告－ － プ f電ジ 八西
五；・｝f5 ~、 プ 一日世 間、 、
制］・丈 地 ス地 短時 背｜；、 、
鉱：詐質 地 質 物地
物ュ ｜おl ｜；日｜串 制形
；州 ア幅 ェ及 査岡

査 リ 一 ア謄 報百
寺院 プ リ 用 i!r 五、
d仁j・・ J、百［llJ :T Jill 五十
二地 TH . J、質 百｝
-fljJ・質官日 陸墜 司i:tM 
ナ院！地 地 ーー 十地

→ .. 』－ E，合畠ー「 ーF・一ー ー』聞、• ・、 ー..』ー・.... ーー ’‘ ..戸 、一一 一， 一I E一-一-ー』』一一一守 園時匂由ーーも

支
六



，‘， I1 

豆
七

t由

第 第質

五 大五訊j

十
1£ 
一十査
ーー

一 1f 二所
競 度税報
事

業

報

大 実大m 
正 岡正

四 二四

年 ーさ年

十 七

一 月一
月 殺

殺 1 4・→r 

行

地

調質

査

F長庁 ， 

井

上

鵡

之

助

地地 同西

第 質
市南

iMJ IMJ 主＂l主' 所二~＇＂f 闘
fn；市；ヰヒ ~t :JJ,lj 江十

:ti' 省 江 4色
錨地

ヰヒ 市 1海 if）： 五 要読

四 東 主t 予~ ~怪 明一 産質
社:fl 剖1 ／ 

i域山I ti¥ i守：fl , I!: ιI I司
ノ ／ 地

J也 対］！ 1't ／ 一 文
質 質－ m 地披 ,,, ，.－、，目、
／＂＇、

根技師 和和F付 附 悶 質F『、
！司 闘 ー 昨f 欧欧
一 一 葉、J 悶 望書文文一
葉 ！！~ 、、＿.／ '--' 
、、J ） 

葉 大

正
主査

四
同

-fa ，、

月

。を
r~ E主 箆 ／！＇，~ :fi' 
fffj f!fj 前i ！？？］ 
務 務 正長 苦•If
f主 技 校 技
r.1rr 口市 J'r1li 

野野野野

回 回 田ー国

勢勢勢勢

次衣衣衣、

郎郎郎郎



鱗

第抗物館 第第

二釧二制銑五；；稲渡米五南五世t

十路十査物十ヂ向島子十洋十を
凶 報陳 ゥ l係凶費量 滞 於
二白一 列六 安亀山五島問ケ

放機銃背叫・貨統語ム 窪 III !!JM 披／税義
1l' l~.f 物 e邪那釜 地 主主

辛 闘 高 根報質＝

地 一 川崎芙及実
大 方 大 葉大L 村村附大鎖大ノ〆
地 熱浪岡産詰

正質正 正 海泉一正賢正及

四割四 五 沼地警五附！司誌

年 年 やト 泉調 q=. 悶－ l手t 給昔日
幸世 :・・ ftll,j 査 ー何

十文十 一 査報 ニ楽十
〆‘、 、ーノ

月附月 月 報文月二

接関接 号基文 礎月

行楽行 行 行義、J
ff 

農 農農農農農

前 向向商商 ii'fi
務 務務務務務
技 技技技技技
帥 師手師自l]i 附

渡 井渡岡大大井

議 上遜村日築上

薦 方 1羊麓

久 之久，要順之之

吉 助吉識三助助

ti; 
A 



日
高
岡
闘
北
西
部
産
油
地
調
査
報
文
（
附
周
三
業
）

農
商
務
技
附

際

振

図

幌

別

鎖

山

及

白

老

融

制

山

、調
査
制
伸
文
（
附
回
二
葉
U

陵
商
務
技
師

同jミ

村・
日

五
九

方

要
！｜国

．． 
減



鋳物
分 地 地 所

析 形 質調
査 係 係 係長

地地 係 係 係

形質 長 長
f町、

長 地
乗

技技 技 技技 ） 技技質蝿
手 師 。市 師手託 。lji rn!i調

川中小 堀清山牛 山中 鈴野小井査

井村林 田 水田深根野木田林上 所

儀 勢儀蒋現
甲 娘一 又省、英次新枯昌次 一 之 1刊i:: 

古 静 郎 男 吾 雄郎次美古郎嬰助職

完を
貝技 蝿 技 、ーノ

技

手 託 手 削j
f『

官太岡 大 安若 遠 山 佐 一

内田 村 林 月
橋

針3き2二・ Zji 藤根藤 末健

隆 士I二1 要 t氏 直新停 日

一 ． 現
一 郎蔵 男 業 郎 吉次減 在

,......, 、J
技 技 業 技

手 手
技

自耐手

堀 門 高 背 飯 高渡大 。
内倉 相。 木 橋法築

1家
洋

米 三 金 ま佐 ニ久 之
• 

雄 能 z位ah 太 井 郎吉助

‘ 一



陳
列
館麻

主
任

第
二
統

室
主
事

務

第
三
鋭

室
主
事

届

野

田

勢

次

郎

渡磯

え盛市l

久

第
一
統

室
主
事

，↓4
仁助

技

大

築

洋

之

助

手

H事

省

附
府
間
続

室
生
め

問

ι ，、

村

要

政



大

正

五

年

七

月

十

日
印

刷

大

正

五

年

七

月

十

三

日

後

行

著
作
権
所
有

噌－E24
・
C
ト

－EE
S
 

C
ト俊

農

務

省

腐

印
刷
仰

東
京
市
紳
田
恒
通
新
石
町
三
番
地

者

水

野

磯

衣

良区

pm 

東
京
市
紳
田
直
通
新
石
町
三
番
地

所

的

一

聞

東

陽

堂電
話

紳

田

丸

二

九

番

行

東
京
市
神
田
恒
通
新
石
町
三
番
地

所

輪

一

聞

東

陽

堂郵候
振
替
口
座
二
三
四
三
大
事
官


	V57_000_1
	V57_000_2
	V57_000_3
	V57_000_4
	V57_000_5
	V57_000_6
	V57_001
	V57_002
	V57_003
	V57_004
	V57_005
	V57_006
	V57_007
	V57_008
	V57_009
	V57_010
	V57_011
	V57_012
	V57_013
	V57_014
	V57_015
	V57_016
	V57_017
	V57_018
	V57_019
	V57_020
	V57_021
	V57_022
	V57_023
	V57_024
	V57_025
	V57_026
	V57_027
	V57_028
	V57_029
	V57_030
	V57_031
	V57_032
	V57_033
	V57_034
	V57_035
	V57_036
	V57_037
	V57_038
	V57_039
	V57_040
	V57_041
	V57_042
	V57_043
	V57_044
	V57_045
	V57_046
	V57_047
	V57_048
	V57_049
	V57_050
	V57_051
	V57_052
	V57_053
	V57_054
	V57_055
	V57_056
	V57_057
	V57_058
	V57_059
	V57_060
	V57_061
	V57_062_1

